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( Gei SENhe yneb ) 1} ,あかすぐり Bibes rub rum L . ( Vuillemi ^ t ) 2) ニモ上面盗狀 
葉ガ失 tt ラレテ磨ル。 


雜錄 Miscellaneous 


〇さつまくまたけらんノ名ハ不要デアル 

Alpinia satsumensis Gagnepain in Bull . Soc . Bot . France 4- ser . II : 247 (1902) 卜 
イフモノガアル。薩摩尹1887年 二 採集サレク標本ャ1889年巴里博覽會二出品サ.レクモノ 
デ記載サレタノデ T ルガ、ソノ記載ハ花ダケデ、アル。一方くまたけらん Alpinia Kumatake . 
Makino ハ紀州ノ產ヂ書カレタガ奇シクモ同年こ發表サレ、又同ジタ花ノ記載ダケデ アツ 
夕。兩方ヲ比較シテ見ルト彷徨變異ノ範圍内デ差ガアルノミタ、、カラ同一種卜考ヘラレルガ、 
コノ 事ハ旣=早ク Pflanzenreich 中二 Zingiberaceae (1904) ヲ執筆シク K. Schumann 
ガソノ p , 342デ述べテ居ル。然モ彼ガコノ兩種ヲ並べテ記述シクノハコノ本ヲ書イテシマ 
ツテ カラ牧野先生ノ發表ヲ知ツタカラダ_卜斷ツテ居ル。 ソコデ、 ワザワザ■和名ヲ作ルノ要モ 
ナク、コレハくまたけらんノ異名卜极フベ■キモノトイフコトニナル〇猶くまたけらん.ハげつ 
とう二甚ダ近イガ、花穗ハ直立シ、 ソ ノ穗軸ハ無毛デ、、後者ノ有毛ニシテ懸垂スルノト異 
ナルトイフ〇果實ノ時二果シテドウデアルカハマダ知ラナイ。誰方カソレヲ御存知ノ方ハ 
御敎示ヲ頂キタイモノデアル。 ’ (前川丈夫） 

〇ぎぼうしらんノ花色 

IJparis auriculata Blume ニツイテハサキニ本誌 デ 觸レタガ唇瓣ノ色ハ白色トダケ記シ 
夕〇其後肥前多良岳ノ產品ヲ F. C . Greatrex 氏カラ原寬君ノ處二送リ引キツ{キ同君ガ 
栽培シタモノガ開花シタガ、唇瓣ハ微黃綠地デ中央ノ帶狀部ハ濃褐紅色ヲ呈シテ居タト昨年 
聞イタ。今年結域嘉美氏ガ羽前、吾妻山麓ノ白布高湯デ採ラレタガンソノ標本 二 添へタス 
ケツチニハ曆瓣ハ綠色地=黑紫色ノ帶ガ中央ニアルト記サレテ居ダ。ぢがばちさう等ノ花 
色 ニモ 相當ノ變異ガアル 樣ュ コノ程度ノ變化ハアルモノト見ニル 〇因二 結城氏ノ採集地黏 
ハ 北限 ノ樣デアルガ、 ズツト 北方 迄ソノ產ガ期待出來サウデアル。（前 川文 夫） 

〇奈莨縣ノへらのき卜其形態ニツイテ 

へち のき {Tilia Husiana Makino et Shirasawa ) ハ九州各地（日向•豐前•璺後•筑後 • 
肥後等）•四國西部（伊豫） 二 產スル暖地性植物デ、尙本州（中國ノー部）ニモ之ヲ產スルコ 

1} Ber . d . D . Bot . Ges ., 21 , 1903, pp . 443-447. 2) Bull . Soc . Bot . Pr ., 54 1907, p . 
583. 
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トガ記サレテヰルガぐコレ等ノ地方カラ-遠ク隔ツタ奈良縣二產スルコトハ未ダー般二知ラレ 
テヰナイノデ同地方二於ケル本値物ノ生育狀態卜其形態トニ就イテ述べヨウト思フ。 


奈良縣ニコノ植物ノ生育スルコトハ昭和九年其當時奈良縣立五條高等女學校敎論デアツ 
夕今西岩太郞氏ニヨツテ其鄕里同縣宇智郡北宇智村大字出屋敷字垣內ニアル俗稱とくをの 


きガへらのきデ アルコト ヲ注意セラレタ。 

同地二於イテノ、人家附近特二竹薇ノ周圍等 
二生ジ、大小二十數本アッテ其最モ大ナル 
モノパ目通リ I •米、高サ約7米位（：ソレョ 
リ上ハ切斷セラレテヰル）デアル 0 コノ揚 
所二於ヶルモノハ生育ノ狀態カラ見テ自生 
デアルカ父ハ栽植セラレタモノカガ明デナ 
イ。元來コノ植物ハ九州地方デハ其樹皮ノ 
靱皮纖維ガ强靱ナ爲メ同科ノしなのき卜同 

ジャウニコレヲ利用シテ斗ルガ、コノ地方 
/人ハ別ニコノ植物ノ利用法ヲ知ラナイ 0 
又コレガ栽植サレタ模樣モナク尙後述スル 
ャゥニコノ附近二更二本植物ノ他ノ生育地 
ノアルコト等カラ見テコノ地方ノモノモ自 



生卜見 ルべ キデ ハ ナカラウカ。 

其後昭和十年八月筆者ハ奈良縣女子師範 
學校敎論石原重次氏卜共ュ同縣同郡大阿太 
村大字東阿田字佐名傳/吉野川沿岸山林中 
二本植物ノ群生地ヲ見出シタ。■コノ地ノへ 
らのきノ、くぬぎ.こなら•ならがしは等ノ雑木林及ビすぎ林內二敷十本生育シ、何レモ薪炭材 
トシテ他ノ樹木卜共二伐採セラレテ切株ョリ多數ノ新幹ヲ生ジ大ナルモノハ切株ノ周圍約 
2 米二達スルモノモアルガ、新幹ノ高サハシバシパ伐採セラレル爲ニー般二甚ダ'飲ク、近年 
伐採ヲ免レタモノモ高サ漸ク6米位二過ギナイ、然シ其切株ノ太サカラ見テ其年代ハ相當 


第1圖荼良縣宇智那北宇智村大字出屋敷字垣內ノ 
へらの％ノ大木卜今西氏（昭和十年八月撮影） 


古ク伐採前ニハ見事ナヘらのきノ群落ヲナンタモノデ、、附近ノ狀態カラ見テ恐ラク自生セル 
モノト考ヘラレル：尙更二詳シク調査スレバコノ附近/他ノ地方ニモコノ植物ノ生育地ヲ 
見出シ得ルモノト信ズル。 


へらのきノ葉ハ卵形デ、銳尖顕、基脚ハ稍心臟形、細鋸齒緣ヲナスガ、通常著シク左右歪 
形デアル0木本植物デ歪形/葉7有スルモ/ニハしなのき科•にれ科* くろうめもどき科.殼 
斗科等デ アツテ、 特二しなのき科•にれ科ノ大部分=ハ明カ ニ 歪形ガ認メラレル。コンしな 
のき科デ'ハしなのき屬ノへらのきガ特二著シク、其他ぼだいじゆ.しなのき•扭ほばぼだい 
じゆ等ノ何レモ多少ノ歪形ヲ呈シテヰル。又にれ科デ、ハえのき屬ノえのき•えどえのきガ著 
シク、にれ屬ノあきにれデ、モ顯著デ同屬ノはるにれ•あつにれ等モ多少ノ歪形ヲ呈スル〇其 
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他むくのき屬ノむくのき、けやき屬 
ノけやきデモ僅ノ歪形ヲ示ス〇 くろ 
うめもどき科デハなつめ屬ノなつめ 
ガ著 シク、 其他けんぼ■なし屬ノけん 
ぼなし、はまなつめ屬ノ.はまなつめ 
デモ相當ノ歪形ガ見ラレル。殼斗科 
デ ハ 其現象 ハ著シクナイ ガ、ぶな屬、 
しひ屬ノ植物及ビ若干ノかし屬ノ植 
物ニノ、稍蛋形ノモノガアル0 

—般二之等ノ葉ノ歪形ノ起ルノハ 
直立シタ枝=箫イテヰノ I 葉デ、ハ見ラ 
レナイノデ、斜上又ハ橫出シテヰル 
枝二於テノミ見ラレル現象デアル0 
へらのき=於テモ實生ノ苗ヤ老成シ 
タゼノデモ切株カラ新二生ジタ直立 
シタ枝二箫イテヰル葉ノ、何レモ正形 




第 3 圖歪形ノ葉ヲ有スル植物ノ枝（左）あきにれ（中 J えのき（右）なつめ 


デ左右相稱ヲナシテヰルガ、本植物ノ茯ハー般二斜上又ハ橫出シ易ク、從ツテ葉ハ通常歪形 
ヲ呈シ、特二橫出シタ枝二於テノ、其歪形ノ程度ガ著シイ〇斯樣二斜上又ハ橫出シク枝デハ 
一般=前記ノ大本植物ノ何レモ多少ノ歪形ヲ示シ、而モ葉ハ皆枝ノ先端二向 7 側ノ基脚ガ 
膨出シ、枝ノ基部二向フ側ハソレガ狹窄 シテヰ ル0斯樣二へらのき其他コレ等ノ大本植物ノ 

— 71— 






926 植物硏究雜誌第十三卷第十二號 



第 4 圖へらのきノ葉直立シタ枝ノ葉（右）横出シタ枝ノ葉 


葉ノ歪形ヲナスノニー定ノ形式ガアルノハ何等力此現象ノ起ルノニ特殊ナ生理的原因ノア 
ル事ヲ暗示スルモノト考ヘラレル。. 

コノ生理的原因ガ果シテドンナモノデアルカハ茲二斷言スルコトノ、困難デアルガ枝ノ斜 
上 又 ハ橫出シク場合ニノミ起ルコトカラ考へテコレ等ノ枝ノ成長點二及ボス地球ノ引力、從 
ツテ 其 部分ノホルモン或ハ養分ノ關保等二原因スルモノデハ無カラウカ 0 



次二へらめ きノ 實生ノ 形態 ニツイ テ觀察 スルト 其子葉 ハ全體廣 卵形 又 ハ 廣心臟 形 ヲ呈シ 
テ通常五中裂シ時二六乃至七中裂ヲナス0斯樣ナ子葉ノ形態ハ他ノしなのき屬植物=モ見 
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ラ レルガ、其他ノ ー般 ノ 植物ニハ極メテ稀ナ形態デアツテ同屬植物 二 見 ル 特殊 ナ 形態トイ 
フコトガ出來ル0 (久米道民） 

(附記）前記へらの きノ 自生地宇智郡大阿太村二近ク吉野郡大淀町字藥水ノ濕地ニハさ 
ぎすげ (Eriophorum gracile Koch .) ヲ產スル。コノ植物ハ棒太•北海道•本州（北中部）二 
產 スル 寒地性植物 デ、 田代善太郞氏ニョ レバ 近ク三重縣(伊賀 國） こ ハニ三 ケ所ノ 自生地ガア 
ルトノコト デ アツ テ 分布上聯絡ヲ保ツ テキルガ、 コノ奈良縣ガ恐ラク本植物/南限自生地デ 
アルト思フ0兎=角一般 二 暖地 性 植物二 富ンダ 奈良縣中部二 力、ル 寒地 性ノ 植物ヲ見 ルコ 
トハ 分布上興味 アル 問題 デアル。 奈良縣 ノ さぎすげ自生地，、昭和9年前記今西氏及ビ堀木 
利博氏=ョ ツテ發 見 セラレタ〇 

終二へらのき及ビさぎすげノ分布ニツキ敎示セラレタ田代善太郞 ft 並二現地ノ案內等ノ 
便宜ヲ與ヘラレタ今西岩太郞•堀木利博兩氏二衷心ヨリ謝意ヲ表ス。（久米道民） 


〇邦産いはべんけい屬 

いは べんけい 屬（及た〇淑 oZa L .) ハ、肉質ノ多年生根莖ヲ有シ、ソノ頂部ハ鱗片狀ノ葉= 
包 マレ、 ツレカラー年生ノ花莖ヲ出シ葉ヲ互生シ頂=花序ヲ着ケ、通常雌雄異株デ、花ハ往 
々四數 カラ ナリ、 菊果ハ 直立 シテ 4ルノデ、 べんけい さう屬 L .) カラ 區別 サレ ル。 
本州 ノ 高山 ニハ 明カ ニ 別種 卜 見做サレ ル ニ種 ガアル 0— ハいはべんけい デ、、全株多少粉白ヲ 
呈シ、葉ハ槪ネ倒卵形デ先端ハ短銳頭、上半=不明瞭ナ疎齒ガアリ基脚ハ圓ク多少莖ヲ抱ィ 
テ ヰル。他ハほそばいは べんけい デ、全體帶黃綠色デ 生 時一見 シテ 前者卜異ナリ、葉ハ廣倒 
披針形乃至線狀倒披針形デ、上半こハ飩銀齒時=缺刻狀鋸齒ガアリ、小乳頭狀突起ノアル粗飽 
尹 明 暸ナ緣邊ヲ有 シ 、基部ハ梭狀二細マツ テ ヰ ル。 いは べんけいハ 本州中部ノ高山二普通デ 
立山劍岳•自馬岳•鷲羽岳 •八ヶ岳 •北岳•荒川岳•鹽見岳•農鳥岳•聖岳♦木曾御岳•淺間山•戶隱 
山•早池峯山等 ニアリ、 更二北海道、祷腰岳•夕張岳•蝦夷富士 •北見ポ ロヌグリ 等ノ標本ヲ見 
タガ、歐洲產 Ehodiola rosea L . ノ基本形卜區別シ難イ樣デアル 0 Feanch . et Sav •ハ 

淺間山ノ標本二基グキ汉 Ehodiola var . Tachiroei ヲ記載シ、 “Folia . ovato ob - 

longa integra vel apice reoando crenulata , marginata ， semiamplexicaulia ’’ 卜 書イ. 

テ ヰ ル。 “ marginata ” ノ語ハ.ほそばいはべんけいデハナイカト思ハセルガ、他ハいはべ 
んけい二一致シ、又淺 間 山ニハ ほそ ばいはべんけいハ產シナ イ樣デ アルカラ、 矢張 リいはべ 
んけいノー形卜見ラレル。併シ ； Fr &» ekstk 3 m ガ Berlin ニアル Cotype カト思ハレル標 
本ノ 寫眞ヲ示シテ4ルガ、コレハほそばいはべんけいラシ イ ノデ、 或 ハ 兩者ヲ混合 シテヰル 
ノカモ知レナイ：ほそばいはべんけいハ& elongatum Ledeb •卽チ^ 1 . Ehodiola var . 
dong alum Maxim . 二 當テラレテヰルガコレハ誤デアル 〇 / S . elongatum /原記載ニヨルト 

“Folia . basi et apice ssepius sequilata vel Dasin versus latiora，nec obovata , 

plerumque integerrima ,.’’ トアリ、祗そばいはべんけい卜全ク異ナリ、いはべん 

けい二近ィ〇樺太ャ利尻島.北朝鮮等ニアツテ屢々ほそばいはべんけい卜混同サレ、同ジタ 
S . elongatum 卜呼バレテヰルモノガアル。コノ方ハ眞ノ尺 elonaatum 二最モ近ク、唯多 
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